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ポジティブ心理学は、こころの病を治し自らの

短所や悩みを解消する従来の心理学の発想とは異

なり、生れながらにして備わっている自分らしさ

や強みをさらに伸ばすことを目指している学門領

域である。近年、ポジティブ心理学を応用したア

プローチが従来の心理療法と薬物療法の組み合わ

せと比べて、大うつ病患者に高い治療効果と再発

予防力があることが実証され（Seligman，

Rashid，＆Parks，2006）、このアプローチの可

能性について高い注目が向けられている。また、

米国では、世界の最高学府であるハーバード大学

の最も人気のある授業はタルベン・シャッハーの

ポジティブ心理学であり、受講生がいまや1000人

を超えている状況である。このような背景のもと、

本学教員である市村操一教授、海保博之教授、羽

鳥健司助教、そしてわたし石村の4名で‘‘東京成

徳大学ポジティブ臨床心理学研究会”を設立した。

本研究会は、東京成徳大学大学院で実施され、ポ

ジティブ心理学の臨床的応用に関する最新の論文・

書籍を取り上げて、どのようにしてこころのポジ

ティブな状態、特性や資源を、本来の最良の状態

である“あるがまま’’になるのかについてディス

カッションしている。そして、本研究会では、そ

れに留まることなく、研究力の向上を図って、将

来的には実証的研究を実施し、発信していく狙い

がある。現在は、浅野憲一助教を新たなメンバー

として迎えて、積極的な研究活動を行っている。

ここでは、平成21年度の本研究会の活動報告を以

下に述べる。

第一回世界ポジティブ心理学会議報告会

平成21年9月5日仕）に本学大学院にて社団法人

ポジティブイノベーションセンターが主催する第

一回世界ポジティブ心理学会議報告会を開催され、

学外から43名が参加した。

まず、市村教授からポジティブ心理学の日本的

発展が望まれると開会の挨拶があった。次に、ポ

ジティブイノベーションセンターの渡辺誠代表が

国際ポジティブ心理学学会（工PPA）の概要を紹

介し、IPPA会長のセリグマンがポジティブ心理

学の今後の方向性とポジティブな人生の新しい定

義を紹介した。次に、発表報告（Dとして、わたし

石村がポジティブ心理学の中核概念の一つである

フロー体験についてグループワークをしなから説

明し、IPPAで発表した“フロー体験を支える介

入法の開発と予防効果の検討’’について紹介した。

フロー状態において創造性が高まることをデータ

で紹介し、ビジネスや企業組織のポジティブな職

場環境に関する提言をした。次に、発表報告②と

して、相模女子大学の尾崎真奈美準教授がIPPA

で発表した“ネガティビティを含んで超えるポジ

ティビティ”について説明し、個人のネガティブ

な側面の中にあるポジティブな意味合いをグルー

プで見っけ、認め合う介入アプローチの効果につ

いて研究を紹介した。さらに、セッション報告①
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として、渡辺誠代表がオーストラリアのアンソニー・

グラント教授が解決志向や認知行動コーチングが

有効であること、デビット・クーパーライダー教

授のアプリシアティブ・インクワイアリー（AI；

AppreciativeInquiry）の概略を紹介した。ビジ

ネスの力こそが世界の環境を良くし、貧困をなく

し、平和を維持するに貢献するというクーパーラ

イダー教授の主張についても紹介した。最後に、

セッション報告②として、九州産業大学の平井達

也講師がアメリカのAzusa Pacific University

において実践されている強みを活用した長期プロ

グラムの研究成果について紹介した。終了後の懇

親会では、ポジティブ心理学をどのように自分の

世界で応用していくかについて参加者が議論を白

熱させた。

第一回研究会の活動報告

第一回研究会は、平成21年11月12日㈱に実施さ

れ、発表者の他にMl院生2名と学外者4名が参

加した。まず、市村教授が認知行動療法の最新理

論とされる‘‘マンドフルネスーアクセプタンスー

コミットメントアプローチ’を発表した。この論

文は、マインドフルネス心理療法のスポーツ心理

学分野における応用であり、マインドフルネス心

理療法やその理論的背景の討論から構成されてい

る。こころのネガティブな心理状態をコントロー

ルしたり、除去したり、抑圧したりする努力は逆

効果になることが述べられ、むしろ思考や感情や

身体感覚などの内的な経験について判断を交えず

に注意し、現時点の状態として受容することを目

標とした心理的方略や技法が効果的であるという

発表であった。

次に、羽鳥助教がポジティブ心理学で盛んに議

論されている意味づけ（Meaning）の理論を筆

記療法に応用したポジティブ筆記（Positive

Writing）に関する論文を発表した。発表された

論文はJournal qfPositiue P秒，Chologyの最新

号のLewandowski（2009）の論文で、失恋を経

験した人にその経験のポジティブな面に焦点を当

てた筆記を求め、その結果、ポジティブ感情が増

加したという論文であった。費用対効果が高いと

いわれている筆記療法の新たな可能性について実

験的な介入を行った実証的研究であった。

最後に、わたし石村が日本においてはあま

り注目されていないポジティ　ブ心理療法

（Positive Psychotherapy）に関する理論や治療

効果に関する論文を紹介した。発表した論文は、

Seligman，Rashid，＆Parks（2006）のPositive

Psychother・aPyという論文であった。ポジティ

ブ心理療法は、直接抑うつ症状をターゲットとす

る標準的な介入とは対照的で、ポジティブ感情、

関与度、および意味づけを増加させることで抑う

つに介入するものである。大うつ病性障害の外来

患者のうち、通常の治療を行った群（従来の心理

療法）、あるいは通常の治療（従来の心理療法）

と薬物療法を行った群と比べて、より高い治療効

果を上げ、その予防効果は一年後も維持されてい

たことが示された。

第二回研究会の活動報告

第二回研究会は、平成22年2月3日㈱に実施さ

れ、発表者の他にMl院生3名が参加した。

まず、市村教授が競技者のバーンアウト現象を

ポジティブ心理学の枠組みから捉え直す論文を

発表した。バーンアウトを治療するだけではな

く、会社組織やスポーツチームへの積極的関

与を高めようとする研究の流れについて言及し、

バーンアウトの対立概念である積極的関与

（Engagement）の概念規定と測定法に関して質

的な検討と量的な検討を紹介した。積極的関与と

いう現象について、演繹法的な方法論と帰納的な

方法論を接合して用いる新たな研究の方法論につ

いても説明があった。

次に、羽鳥助教が最新の意味づけ（Meaning）
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